
　
「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
５
月
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
奈

良
時
代
に
は
律
令
体
制
の
下
、
中
央
と
地
方
を
結

ぶ
官か
ん

道ど
う

や
、
郡ぐ
う

家け

と
郡
家
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
時
代
以
前
の
大
化
の
改

新
（
６
４
５
年
）
後
、
ま
ず
東
海
道
、
東
山
道
な
ど

七
道
の
官
道
が
定
め
ら
れ
、
両
側
に
溝
を
持
つ
幅
12

メ
ー
ト
ル
の
真
っ
す
ぐ
な
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
官
道
に
は
30
里
（
約
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

ご
と
に
駅う
ま

家や

が
設
け
ら
れ
、
公
用
で
旅
す
る
官
人
ら

に
乗
り
継
ぎ
の
馬
、
食
事
、
宿
泊
の
便
宜
を
提
供
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
武
蔵
国
に
は
東
山
道
の
上
野
国
新
田
（
現
在
の
群

馬
県
太
田
市
）
の
駅
か
ら
武
蔵
国
府

（
現
在
の
東
京
都
府
中
市
）
に
至
る
支

路
（
東
山
道
武
蔵
路
）
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
間
に
５
駅
家
が
置
か
れ
て
い
た
こ

と
が
、「
続
日
本
紀
」
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
長
屋
王
家
よ
り｢

武
蔵
国
策さ
く
覃た
ん
郡
宅

□
駅
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
宅や
か
子こ

駅
」
と
読

み
、
谷
郷
に
当
て
て
、
東
山
道
武
蔵
路

の
駅
家
の
一
つ
が
谷
郷
地
内
に
あ
っ
た

と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
現
時
点
で
は
、
谷
郷
地
内
で
古
代
の

遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
東
山
道
武
蔵
路
は
、
府
中
市
、
国
分
寺
市
、
所
沢

市
、
坂
戸
市
、
吉
見
町
、
太
田
市
な
ど
で
、
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
道
路
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
現
時
点

で
は
吉
見
町
か
ら
熊
谷
市
域
を
抜
け
て
太
田
市
へ
と

至
る
ル
ー
ト
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
吉
見
町
で
検
出
さ
れ
た
道
路
跡
は

東
山
道
武
蔵
路
で
は
な
く
、
吉
見
町
か
ら
埼
玉
地

区
へ
と
至
る
東
山
道
武
蔵
路
と
は
別
の
郡
家
と
郡
家

を
結
ぶ
古
代
道
路
（
西
吉
見
古
代
道
路
）
が
あ
っ
た

と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
説
で
は
、
荒
川
の
津

（
港
）
と
も
推
測
さ
れ
る
野
の
築
道
下
遺
跡
や
、
埼

玉
郡
の
郡
家
と
も
推
測
さ
れ
る
埼
玉
か
ら
小
針
に
広

が
る
小
針
遺
跡
付
近
を
道
路
が
通
っ

て
い
た
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
両
遺
跡
で
は
こ
れ
ま

で
に
道
路
の
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
樋
上
の
武
良
内
・
中
通
遺

跡
か
ら
は
、
詳
細
年
代
不
明
の
古
代

の
道
路
跡
ら
し
き
平
走
す
る
2
本
の

溝
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
道

路
を
南
に
延
長
す
る
と
築
道
下
遺

跡
へ
と
通
じ
ま
す
。
古
代
の
行
田
の

人
々
は
、
こ
の
道
を
た
ど
っ
て
荒
川

の
港
へ
と
向
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
828

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
27

行
田 

歴
史
系
譜
255

古
代
の
道
路

　「夢伝説」。ＪＲ行田駅の発車メロディーにも使われている
ヒット曲を歌い始めると、会場は一気に最高潮に。5月4日、

さきたま古墳公園では30回目となるさきたま火祭りの特別ゲスト、行田市観
光大使も務める「スターダスト☆レビュー」のアコースティックライブが行われ
ました。思い出の場所でもある古墳公園で、10曲あまりを歌い上げたボー
カルで行田市出身の根本要さんの長年の夢が実現した瞬間でもありました。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　今
こん

月
げつ

は「かがやき共
きょう

同
どう

作
さ

業
ぎょう

所
しょ

」に行
い

ってきたよ。ここは「障
しょう

がい者
しゃ

の
働
はたら

く場
ば

を作
つく

ろう」そんな思
おも

いから、平
へい

成
せい

7年
ねん

に保
ほ

護
ご

者
しゃ

が中
ちゅう

心
しん

になって発
ほっ

足
そく

した「社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

かがやきの会
かい

」が運
うん

営
えい

している施
し

設
せつ

だよ。今
いま

の場
ば

所
しょ

に
移
うつ

ったのは平
へい

成
せい

16年
ねん

のことで、知
ち

的
てき

障
しょう

がい者
しゃ

の通
つう

所
しょ

授
じゅ

産
さん

施
し

設
せつ

として新
あら

た
なスタートを切

き

ったんだ。現
げん

在
ざい

は、生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

っていて35人
にん

が
利
り

用
よう

しているよ。
　利

り

用
よう

者
しゃ

は「パン班
はん

」「リサイクル班
はん

」「軽
けい

作
さ

業
ぎょう

班
はん

」などに分
わ

かれてパンの
製
せい

造
ぞう

、アルミ缶
かん

・古
こ

紙
し

・古
ふる

着
ぎ

のリサイクル、手
て

作
づく

りアクセサリーの制
せい

作
さく

など
に励

はげ

んでいるよ。また、初
はつ

詣
もうで

や節
せつ

分
ぶん

、旅
りょ

行
こう

や作
さ

業
ぎょう

所
しょ

まつりなど、楽
たの

しい
行
ぎょう

事
じ

もたくさんあるんだって。
　今

こ

年
とし

の4月
がつ

には南
みなみかわら

河原に「かがやきホーム」が完
かん

成
せい

して利
り

用
よう

者
しゃ

の暮
く

ら
しを支

ささ

えているけど、夜
よる

働
はたら

くスタッフが不
ふ

足
そく

しているのが悩
なや

みなんだっ
て。福

ふく

祉
し

の現
げん

場
ば

での仕
し

事
ごと

に興
きょう

味
み

のある方
かた

は連
れん

絡
らく

してみてくださいね。

【住所】野1368―1　【電話番号】559―1034

武良内・中通遺跡の道路跡

がい者
しゃ

の
福祉施設編

こぜに
with
フラべぇ

がちゃん
行く!かがやき共

きょう

同
ど う

作
さ

業
ぎょう

所
し ょ

（運営：社会福祉法人かがやきの会）
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